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第１章 支援の流れ

犯罪等により被害を受けた方、その家族、遺族（犯罪被害者等）は、突然の被害に遭

い、大変な混乱の中にいます。

しかし、一方で、被害に遭うまでは、家族や友人に囲まれて通常の生活を送っていた

方です。

支援者は、犯罪被害者等の本来もっている力（物事への対処方法、社会的つながり）

を最大限に尊重し、それらの力が損なわれないような支援を行いましょう。

人を支援することは、機械的に行えばよいというものではありませんが、次のような

「手順」を踏まえながら支援を行うと、相談者にとっても支援担当者にとってもより

良い支援になることが知られています。

ここでは、「手順」をもとにそれぞれの段階において行うことを説明します。

※ラポール：相談者と相談を受ける者の間に、相互に

信頼し合い、安心して自由にふるまった

り感情の交流を行ったりできる関係が成

立している状態。

Ch ek!! ～ 犯罪被害者等支援条例・見舞金制度について ～
ﾁ ｪ ｯ ｸ

静岡県内すべての市町には、犯罪被害者支援に関する「総合的対応窓口」が設置されてい

ます。また、犯罪被害者等に関する条例が制定されている市町があります。条例が制定され

ている市町によっては、「見舞金」が支給される制度もあります。見舞金制度の有無も合わ

せ、各市町の「総合的対応窓口」へお問合せください。

（各市町総合的対応窓口：116 ページ、条例・見舞金制度：155 ページ）

プランニング

インテーク

アセスメント

介 入

ラポール形成

評 価

終 結

再アセスメント

【支援のプロセス】

(1)ラポール形成：信頼関係を築く
※

(2)インテーク：被害者の状況を把握する

(3)アセスメント：被害者の状況を明確化する

(4)プランニング：支援計画を立てる

(5)介 入：支援を実践する

(6)評 価：支援を振り返る

(7)終 結
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１ ラポール形成（信頼関係を築く）

(1) 相談しやすい環境をつくりましょう。

犯罪被害者等相談者の来談時には、衆目にさら

されないよう相談場所に配慮したり、人前で不用

意に名前を呼ばないようにします。

また、電話相談の場合には、周囲の会話や笑い

声等が入らないように配慮します。

「犯罪被害申告票（150ページ）」を備え付けて
おくなどし、被害について申告をしやすい環境を

つくりましょう。

(2) 安全性・緊急性を見極めましょう。

相談が来談によるのか、電話によるのかで異な

りますが、相談をされる被害者の安全性や緊急性

及び健康状態をまず確認しましょう。

再び、被害に遭わないように安全な場所を確保

し、安心できる場所に移るように促すことが大切

です。

来談の場合は、守秘義務が守られるようカウンターではなく、独立した相談室など

環境を整えましょう。

＜被害直後の電話相談の場合＞

(3) 自己紹介をしましょう。

自己紹介をした後に、機関と相談窓口の役割を簡単に述べ、相談を受けるに際して

秘密が守られることをわかりやすく伝えましょう。

(4) 心を込めて耳を傾けて聴き・受け止めましょう。

相談者の話をせかさず丁寧に聞き、さえぎらず気持ちをそのまま受け止め、内容

を評価したり安易に決めつけたりしないことが大切です。

また、被害に遭った苦痛には、他の人との軽重はないので、人の被害状況と比べ

たり自責感を助長させないことが重要です。

そして、相談者の心情に沿わない安易な助言は、逆に傷つけることになるので、

安易に励まさない、安易に慰めない、強くなることを勧めないことが大切です。

①「今いる場所は、安全ですか」 ②「怪我はしていませんか」

③「誰かそばにいてくれる人はいますか」 ④「今お話をしても大丈夫ですか」

⇒最初に確認し、必要に応じて、しかるべき機関（警察、消防等）につなぎます。
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２ インテーク（被害者の状況を把握する）

初めてまとまった話を聴くことを、「初回面接」や「受理面接（インテーク）」と呼び

ます。インテーク面談内容は、その被害者に対して支援者同士が共通理解をもって、以

後の支援を円滑に進めていくために最も重要な情報となります。

【インテークで行うこと】

インテークの基本としては、被害者が訴えることに

十分に耳を傾けることが重要です。

「相談受理票」を活用しながら、被害者の全体像を

イメージしていきましょう。

(1) 直面している問題、主訴を把握する

被害者等は、何を解決したいのかを把握することが

が大切です。

(2) 来談理由、来談経路を明らかにする

なぜ相談に来たのか、どこから紹介されたのかを把

握しておきましょう。

(3) 問題発生から現在に至る経過を把握する

事件内容を聴き、解決したい問題がどのような状況

にあるのか把握し、今後の支援の方向性を見通しましょう。

(4) 被害者等及び家族等の対応能力を見極める

被害後、被害者等がどのように対応してきたかを知ることで、被害者らの「力」・「健

康の度合い」等を知ることができます。

(5) どのような支援を望んでいるのか、支援を受ける意思を確認する

周囲から相談を勧められて連絡してきた場合もあるため、今後、被害者等が窓口の

支援を受ける意思を有するか確認することで、窓口で支援が可能な事案か、他機関の

方が適切かを見極めます。

(6) 相談受理者が相談内容をどう理解したのかを伝える

「相談等受理票」を記載したところで、支援者（相談受理者）が相談内容をどう理

解したのか伝え、被害者等との間に認識のズレがないかを聴きます。
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３ アセスメント（被害者の状況を明確化する）

被害者等が抱えている・直面している問題点は、何かを整理して明確にし、ニーズや

意思、被害者を取り巻く社会環境などの情報を得て解決の方向性を見定めることをアセ

スメントと呼びます。

(1) 問題の明確化と整理を行いましょう。

ニーズがどこにあるかを、単に欲求や需要にとどまらず、

① 被害者等が援助して欲しいと望んでいるもの

② 被害者等が実際に生活上で困っているもの

③ 専門家の目から見た時に援助が必要だと思われる

もの

に分け、整理を行いましょう。

(2) 「ニーズアセスメントシート」を活用しましょう。

「何に困っていますか」と要望をストレートに聞いて

も、被害者等は何と答えようもない場合もありますの

で、「ニーズアセスメントシート」を活用し、「司法関係

の手続き状況」、「日常生活の維持で抱えている問題」、

「経済的な問題」、「心身の状態」、「安全の確保」等を

聴いていきましょう。

４ プランニング（支援計画を立てる）

被害者等のニーズに対して、どこから支援をするのか検討していくことをプランニン

グと呼びます。

(1) 「支援計画表」を活用しましょう。

「ニーズアセスメントシート」で明確化したニーズ

を次は、「計画表」に転記し、支援計画を立てましょう。

(2) 優先順位を決めましょう。

問題が複数ある場合があります。緊急度の高い問題

（ニーズ）から優先的に取り組む必要があります。

衣食住の充足に関わる問題から取り組むべきですが、

一方的な支援にするのではなく、情報提供をしながら、

自己決定を促しましょう。

(3) 所属機関、関係団体ができる支援内容を明らかに

しましょう。

具体的にできる支援内容を明らかにし、被害者等

に過度の期待を抱かせることのないようにしましょ

う。
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５ 介入（実践する）

被害者等のニーズに対して、具体的に支援を展開していく段階を介入と呼びます。

(1) 具体的に、介入していきましょう。

優先順位を決めた「支援計画表」をもとに介入で行

っていくことは、「直接的な支援」、「制度、サービス、

資源と被害者等を結びつけること」「他職種、他機関と

協働体制をつくる」等です。

(2) 他機関等のネットワークも利用しましょう。

被害者の状況は、事件の捜査・公判に伴う負担、

精神的な問題、仕事の問題、学校の問題、家や家族

の問題、介護の問題、保険交渉の問題など多岐にわ

たる場合が少なくありません。

一つの機関でできることは限られています。

適宜社会資源の紹介を行い、他機関等のネット

ワークをつくり、協働体制で介入することが被害者

等の不安や負担等の軽減につながります。

６ 評価（支援を振り返る）

支援が一区切りつき、支援を点検する時期が訪れます。その際、支援が適切に実施さ

れているかを評価する（振り返る）ことになります。継続的な支援の点検を行い、場合

によっては再びアセスメントを行うことも出てきます。

(1) 評価（振り返り）をしましょう。

評価で行うことは、

① 被害者の心身の状況及び社会状況に変化がないか、

新たなニーズが生じていないかを確認する。

② 「被害者の希望が叶えられているか」に着目する。

③ 新しいニーズが出てきた時は、再アセスメントを

行う

等です。

(2) 被害からの回復を焦らないようにしましょう。

犯罪被害者等が被害から回復する方法や回復に要

する時間はそれぞれ異なるため、一人ひとりの状況

を考慮しながら、支援を行うことが重要です。

(3) 支援を行うための技量向上に努めましょう。

支援員として、法律や制度の改正等の情報を正確

に把握して、支援に必要な知識の修得を図るとともに、研修に積極的に参加するなど

して、自らの技量の向上等に努めることが重要です。
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７ 支援を終結する

被害者支援の場合、被害後の苦しみが長年にわたるため、支援が完全に終結するとい

ったことはほとんどありませんが、「ニーズアセスメントシート」で聞き取った具体的な

支援が一旦終了した段階で、一区切りと考えることができます。

(1) 終結で行うこと

(2) フォローアップの設定を行う

支援を終了する時期に、新たな課題が出てきている可

能性の配慮として、突然に支援を打ち切らず支援計画を

立てたように、終結時も段階的に支援を減らす等計画的

に実施しましょう。

例えば、被害直後は、毎週連絡をしていたとしても、

状況が落ち着いてくれば、２週間に一度、次は１ケ月

に一度、２ケ月に一度と頻度を空けていきます。もしく

は、被害者によって半年後などにその後の状況を確認す

る面接や電話の約束を入れる方法もあります。

これを「フォローアップをする」と言い、細やかな対

応が終結まで求められます。
「 犯 罪 被 害 者 等 暮 ら し ・ 支 援 検 討 会 （ く ら し え ん ） 」 発 行
「 犯罪被 害 者 等 相 談 支 援 マ ニ ュ ア ル は じ め て 担 当 に な っ た あ な た へ ＜ 行 政 職 員 編 （ 第 一 版 ） ＞ 参 照
h t t p : / / k u r a s h i e n . n e t /

① 支援の終結について被害者等に確認をする。

② 被害者等と支援の展開過程を振り返る。

③ 終結後の生活課題と予後について確認する。

様式１「相談受理票」、様式２「ニーズアセスメントシート」、様式３「支援計画表」を総称して、「共
通支援ツール」と呼びます。「共通支援ツール」は、途切れのない円滑な支援が行われるためのもので
あり、各機関のそれぞれの状況に応じて、支援を行う際の参考にしてください。各様式の使用方法や
留意事項について記載しましたので御参照ください。
１ 相談受理票

・被害者等の基本情報や被害の概要を記録するための様式です。

・被害者等の心情に十分に配慮し、状況に応じて話を聴き取るようにしてください。
２ ニーズアセスメントシート

・被害者等の抱えている問題点やニーズ全般を自機関で可能な限り聴き取るための参考様式であ
り、被害者等のニーズを明確化し、必要な情報を整理するために利用してください。
・記入不要と判断されるものなど、機械的に全てを聴き取る必要はありません。
・二次被害を与えてしまうかもしれないことを意識して、丁寧に対応し、相談内容を受け止める
よう十分注意してください。
・ニーズを聴き取るための様式であり、そのまま他機関に渡すことは想定していません。被害者
等の負担軽減のため、必要最低限の情報共有にシートの聴き取り事項を活用する際には被害者
等の同意が必要となりますので、情報提供に関する同意書作成等十分配慮してください。（P111）

３ 支援計画表
・被害者等のニーズに対して支援の目標を立て、支援内容を整理し記入するための様式です。
・問題が複数ある場合は、優先順位を付けて支援計画を立てるために使用できます。

※横浜市が作成した、途切れない支援のための「共通支援ツール」を参考に、同市の了承を得て同じ

形式のツールを作成しました。
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様式１ 受理区分 電話・面接・メール・その他（　　　　　）

受理職員

　受理番号

№

受理年月日

住所

ふりがな

氏名 生年月日 　　　年　　　月　　　日生　 　男　・　女

被害者
との関係 　　□　本人　　　□家族　　　　□知人　　　□その他

 □ 殺人　 　  □ 傷害・暴行　　   □ 窃盗　　 　　□ 性被害 　　 　□ 詐欺  　　　 □ 交通事故　　 

 □ ＤＶ（配偶者、虐待）　　 □ その他のトラブル（契約・金銭・近隣）　　　 □その他(       　                          )

備
考

相　談　受　理　票

令和　 　  年 　　　　月　 　　　日（　　　）  　　　午前　・　午後　　　　時　　　　分　～　　　時　　　　分　　   　

電話番号：

　メール ：

（被害概況）

（加害者）　　□特定されていない　　□特定されている　（□家族　□知人　□その他（　　　　　　　　　　　　　））

支援機関・団体 支援の内容

　□　　総合的相談　　　□　　司法関係の手続き等　　　　□　 心身の状態（医療相談・精神的ケア）　　　　

　□　 経済的問題　　　□ 　日常生活の維持　　　　　□　安全の確保

　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

相
談
者連絡先 職業

こ
れ
ま
で
の

相
談
・
支
援

□　あり

□　なし

相
談
者

ニ
ー
ズ

被
害
状
況

相
談
内
容
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様式２

受理番号№

分野 項目 追加情報・特記事項等 おもな連携先

警察・検察
関係

□左記の不安、問題の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□捜査等の進捗状況の連絡
（　希望する　・　希望しない　・　その他　）　
（　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

□警察・検察での事情聴取等への
　付添いなど
（　希望する　・　希望しない・　その他　）　
（　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

※性暴力に関すること
□産婦人科・婦人科の受診
（　した　・　していない　） 
（その他：　　　　　　　　　　　　　 　　）　

【手続きの説明等】
＊県警犯罪被害者支援室
   (Ｐ30）
＊法テラス静岡（P35）
＊検察庁（P43）
＊静岡県弁護士会（P46）
＊保護観察所(P49）
＊各警察署(P117）

【付添い支援】
＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊静岡県弁護士会（P44）

【性暴力被害について】
＊静岡県性暴力被害者支援
　センター（P63）

刑事手続・裁
判等

□裁判が終わっている場合の結果
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□（進行中、または予定ありの場合）
　裁判等の進捗状況の連絡
（　希望する　・　希望しない　・　その他）　
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□刑事手続、裁判等に関する不安、問題の
　具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□刑事裁判への関与を希望する場合
　何を希望するか
（　傍聴　・意見陳述　・被害者参加　・　その他）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□刑事手続に関する支援弁護士
（　いる・予定あり・希望する・希望しない・その他）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【弁護士への相談】
＊法テラス静岡（P35）
＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊静岡県弁護士会（P44）

【刑事裁判について】
＊検察庁（P43）

民事手続・裁
判等

□請求、示談、民事裁判等が終わっている
　場合の結果
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□民事手続、裁判等に関する不安、問題の
　具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□損害賠償等に関する支援弁護士等
（　いる　・　予定あり　・　希望する　・希望しない　
）
（　その他：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□不安、問題の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊法テラス静岡（P35）
＊静岡犯罪被害者支援
　センター(P37）
＊静岡県弁護士会(P44）

　ニーズアセスメントシート（支援の明確化と整理）            

アセスメント日時 令和　　　　年　　　　月　　　　日（　　）　　　午前　・　午後　　　　　時　　　　分　～　　　　時　　　　分

相談者 被害者との関係（　　　　　　　　　　　　）

聴き取り事項

□今後の手続き等の説明について
（　受けていない　・理解できた・
　　受けたがよくわからない・その他）
　（　　　　　　　　　　　　　　　）

□警察・検察での事情聴取等への
　不安、問題
（　ある　・　なし　・その他　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他、警察・検察関係での
　不安、問題
（　ある　・　なし　・　その他）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□刑事裁判の有無、予定
（済み ・　進行中　・なし・　予定あり）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　予定ありの場合の日程
　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

□弁護士による法律相談の利用
（利用した　・予定あり　・希望する　
　・　希望しない　・　その他）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　した場合、どこの法律相談か
　（被害者支援センター・県弁護士会
　　　　・法テラス・その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□刑事手続、裁判等に関する
　不安、問題
（　ある　・　なし　・　その他）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□損害賠償請求
（　済み ・進行中・予定あり・　なし　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□示談交渉
（　済み ・進行中・予定あり・なし　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□弁護士による法律相談の利用
（　利用した　・　予定あり　・希望する　　
　　・　希望しない・その他　）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　した場合、どこの法律相談か：
　　法テラス・県弁護士会・その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□民事手続、裁判等に関する不安、
　　問題
（　ある　・　なし・　その他）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

司
法
関
係
の
手
続
き
等
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分野 項目 追加情報・特記事項等 おもな連携先

【被害者本人】
（　ある　・　ない　）

□現在の状況
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【家族等】
（　ある　・　ない　）
ある場合、誰が
(           　         )

□現在の状況
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【被害者本人】
（　ある　・　ない　）

□具体的な症状等
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【家族等】
（　ある　・　ない　）
ある場合、誰が
(          　          )

□具体的な症状等
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□具体的な症状、問題等
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【被害者本人】
（　ある　・　ない　）

□具体的な様子
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【家族等】
（　ある　・　ない　）
ある場合、誰が
(          　          )

□具体的な様子
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【被害者本人】
（　ある　・　ない　）

□具体的な様子
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【家族等】
（　ある　・　ない　）
ある場合、誰が
(          　          )

□具体的な様子
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【被害者本人】
（　ある　・　ない　）

□具体的な様子
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【家族等】
（　ある　・　ない　）
ある場合、誰が
(                    )

□具体的な様子
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　カウンセリングまたは精神科等の利用

【被害者本人　/　家族】
（利用中・希望する・希望しない・その他）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□不安、問題の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

聴き取り事項

□その他の症状、問題
（　ある　・　ない　）
ある場合、誰が
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※上記の内、一つでも該当する場合

□その他の不安、問題
（　ある　・　ない　）
ある場合、誰が(　　　　　　　　　　）

身体の状態

□被害によ
る治療

【病状や治療について】
＊治療中の医療機関
＊かかりつけ医療機関

【医療機関を探す】
＊医療情報ネット（P57）

【医療機関への付添い】
＊静岡犯罪被害者支援
　 センター（P37）
＊静岡県性暴力被害者支援
   センターＳＯＲＡ（性暴力被害）　　　

(P64）

□不眠や食
欲不振

□気分の落
ち込みや自
責感

□恐怖感や
不安感等

□その他の
症状

心
身
の
状
態

心の状態

【病状や治療について】
＊治療中の医療機関
＊かかりつけ医療機関

【医療機関を探す】
＊医療情報ネット（P57）

【医療機関への付添い】
＊静岡犯罪被害者支援
 　センター（P37）
＊静岡県性暴力被害者支援
   センターＳＯＲＡ（性暴力被害）

（P64）

【こころの悩み】
＊県警犯罪被害者支援室
   （P30）
＊静岡犯罪被害者支援
　 センター（P37）
＊精神保健福祉センター
　（P54）
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分野 項目 追加情報・特記事項等 おもな連携先

就労収入等
□左記の収入問題の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　）

当面の支払
（医療費等）

□左記の不安、問題等の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）

※健康保険の適用について
□第三者行為による傷病届の手続き
（　終了　・　申請済み　・　準備中　
　・　　していない　）

その他

□左記の不安、問題等の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※交通事件の場合
□加害者の保険
（　任意　・　自賠責のみ　・　無保険　）

※身体・生命に関する犯罪の場合
□犯罪被害者等給付金について
（　受給済み　・　申請済み　・　
　準備中　・　未申請　・　非該当　・　
　その他：　　　　　　　　　　　　　　　　）

□左記の不安、問題等の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【例】
□児童手当　（ある・なし）
□児童扶養手当　（ある・なし）
□特別児童扶養手当　（ある・なし）
□特別障害者手当　（ある・なし）
□障害児福祉手当　（ある・なし）
□（　　　　　　　　　　手当）（ある・なし）

【例】
□障害基礎年金　（ある・なし）
□遺族基礎年金　（ある・なし）
□（　　　　　　　　　）（ある・なし）

聴き取り事項

□被害による就労収入減などの不安・
問題
（　ある　・　なし・　その他）　
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　ある場合、誰の：　　　　　　　　　　　　　　　　
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□医療費の支払についての不安、問
題
（　ある　・　なし　・　その他）
（　　　　　　　 　　 　　  　　　　　　　）

□葬儀、法要等の支払についての不
安、問題
（　ある　・　なし　・　その他）
（　　　　　　　　  　 　　　　　 　　　　）

□その他の急な出費についての不
安、問題
（　ある　・　なし　・その他）
（　　　　　　　　　  　　　　 　　　　　）　

□住宅ローン・賃貸家賃の支払につい
ての
　不安、問題
（　ある　・　なし ・その他　）　
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

□その他借金の支払についての不
安、問題
（　ある　・　なし　・その他）　
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□相続上の不安、問題
（　ある　・　なし　・その他）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□各種手当等の受給について
（行政機関から支給される手当等）
　※ P37～P38

□公的年金の受給について
※P33～34

経
済
的
問
題

【犯罪被害者等給付金】
＊県警犯罪被害者支援室
  （P30）
＊各警察署（P117）

【医療費の支払、助成制度】
＊各医療機関相談室

【その他相談全般】
＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊静岡県弁護士会（P44）
＊各社会福祉協議会（P56）
＊各市町相談窓口（P116）
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分野 項目 追加情報・特記事項等 おもな連携先

通勤・通学

□問題、困難の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊静岡県弁護士会（P44）
＊総合労働相談コーナー
　（P61）
＊各教育委員会（P67）
＊各市町相談窓口（P116）

家事・育児・
介護

□問題、困難の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□家族以外の協力がいない場合等
【ヘルパーやボランティアの利用】
（　希望する　・　しない　・　その他）　
（　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　）　

【相談全般】
＊保健所（P55）
＊各市町相談窓口（P116）

【ヘルパー、ボランティア等】
＊各社会福祉協議会（P56）
＊各市町相談窓口（P116）

家族関係・そ
の他

□家族に関する問題等の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□友人等との変化の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

【相談全般】
＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊静岡県男女共同参画
　センター（P63）

その他
□不安、問題の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊各市町相談窓口（P116）

再被害防止
□　具体的な内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

＊県警犯罪被害者支援室
  （P30）
＊検察庁（P43）
＊保護観察所（P49）

プライバシー

□嫌がらせや個人情報拡散の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※ＤＶ・ストーカー被害の場合
□戸籍・住民票の閲覧制限

（　した　・　手続中　・　していない　・　不要　）

【マスコミ対応など】
＊法テラス静岡（P35）
＊静岡県弁護士会（P44）

【閲覧制限】
＊各市町相談窓口（P116）
＊各警察署（P117）

居住環境

□自宅に住めない具体的問題
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□避難場所（　ある　・　ない　）
（ある場合、どこか　　　　　　　　　　　　）

＊県公営住宅課（P22）
＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊各市町相談窓口（P116）

その他

□不安、問題の具体的内容
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※DV被害の場合
□加害者は　（　家族　・　それ以外　）

□加害者とは　（　同居中　・　別居　）

□これまでにも、DVは
（　あった　・　　なかった　）

＊静岡犯罪被害者支援
　センター（P37）
＊各市町相談窓口（P116）

※DV被害については
＊女性相談支援センター
〈P61〉
＊賀茂・東部・中部・西部
　健康福祉センター〈P62〉

聴き取り事項

□就学・就労についての問題、困難
（　ある　・　なし　）
　【例】
・通勤、通学の困難
・学校、職場での困難
・学校、職場の理解不足等

□家事・育児・介護についての問題、
困難
（　ある　・　なし　）

□同居家族以外での協力者
（　いない　・　いる）
（　その他：　　　　　　　　　　）

□家族関係の悪化、問題など
（　ある　・　なし　）

□家族への接し方の疑問・不安
（　ある　・　なし　）

□友人等とのつきあい
（　変化あり　・　変化なし　）

□その他の不安、問題
（　ある　・　ない　）　

□　再被害についての不安
（　ある　・　ない　・　不明　）

□加害者からの嫌がらせや個人情報
の拡散
（　ある　・　ない　）　

□　マスコミ報道
（　ある　・　ない　）

□　自宅に住み続けられるか
（　問題あり　・　不安　・問題なし　）

□　その他の不安、問題
（　ある　・　ない　）　

日
常
生
活
の
維
持

安
全
の
確
保
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様式３

受理番号

支援計画表(プランニング）

作成
日時

令和　　年　　月　　日（　　）
作成

支援者
相談者

優先度 分野・項目 相談者の困りごと・不安など
どうなりたいか・
どうなるとよいか

支援の連携先 評価

備考
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